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　誰もが住んでいる地域で安全・安心に過ごし、快適に暮らせるように、自治会は地域の身近な課題を
解決したり、いざというときのために防災・防犯活動など地域活動の中心的役割を担ったりしています。
　ただ、そのためには、地域住民同士の連携や協力が必要不可欠です。また、これらの活動を継続的に
より効果的に進めていくには、地域の多数の人が参加する必要もあります。
　新居浜市連合自治会では、毎年３月を加入促進強化月間と定め、市と協力して加入促進活動を行って
います。自治会に未加入の人は、この機会に自治会への加入をお願いします。
　あなたの経験や力を生かして、住んで良かったと思えるまちをつくるため、また、あなたが住んでい
る「まち」や「ひと」を知るために、自治会に入って地域活動や行事に参加してみませんか！

あ
っ
て
当
た
り
前
？
交
流
を
深
め

助
け
合
え
る
地
域
へ

　

自
治
会
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
と
い
う
意
見
を
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
自
治
会
が
ど
ん
な
活
動
を

や
っ
て
い
る
か
知
ら
な
い
人
が
多

い
で
す
。
自
治
会
が
活
動
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
私
た
ち
の
生
活
が

ど
う
な
る
か
、
気
が
付
い
て
い
な

い
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
あ
ま
り
に
も
快
適
に
生
活
を

送
れ
て
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
過

ぎ
て
、
メ
リ
ッ
ト
を
メ
リ
ッ
ト
と

感
じ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
も
そ
の

一
つ
で
す
。

　

私
が
思
う
自
治
会
の
存
在
意
義

は
交
流
だ
と
思
い
ま
す
。
交
流
を

深
め
る
こ
と
で
災
害
時
の
つ
な
が

り
が
で
き
ま
す
。
自
治
会
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明

し
て
加
入
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
け
れ
ど
、
い
ざ

と
い
う
と
き
は
お
互
い
に
助
け
合

え
る
地
域
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
16
、
25
年
度
国
領
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

哲
さ
ん

地域コミュニティ課　☎65 - 1218　　65 - 1255

自治会はこんなことをしています !!

無
く
て
は
な
ら
な
い
!!
災
害
を
通

し
て
実
感

　

私
は
、
新
居
浜
市
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
平
成
16
年
災
害
時

に
、
ち
ょ
う
ど
自
治
会
長
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
山
崩
れ
が
起
き
て

２
人
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
自

治
会
長
と
言
っ
て
も
、
た
だ
順
番

で
引
き
受
け
た
だ
け
で
し
た
の

で
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
非

常
に
困
惑
し
ま
し
た
。
た
だ
、
そ

の
と
き
の
経
験
で
、
自
治
会
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
災
害
発
生
後
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
も
全
て
市
か
ら
自
治

会
長
の
と
こ
ろ
へ
入
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
災
害
後
す
ぐ
に
大
勢

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
く
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
受
け
入
れ
や
指
示

も
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
の
組
織

が
な
け
れ
ば
動
か
な
い
こ
と
を
身

を
も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。
自
治

会
は
大
切
で
す
。

平
成
16
、17
年
度
川
口
西
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　

神
野　

泰
次
さ
ん

◆きれいで快適なまちづくり
　ごみステーションの設置と維持管理や清掃活
動、花いっぱい運動など美しく住みよいまちづ
くりを進めています。

◆安全・安心のまちづくり
　防犯灯は地域の自治会が「住民の皆さんが夜
道を安心して歩けるように」と設置しています。
　また、いざというときのために自主防災組織
の結成や防災資機材の整備、防災訓練の実施な
ど、日頃からのつながりを大切にしています。

◆親睦・地域の絆づくり
　運動会やお祭り、敬老会、伝統行事の継承な
ど魅力あるまちづくりを進めています。

◆行政とのパイプ役
　地域に密着した、住民主体の集会として「ま
ちづくり校区懇談会」を市と共催で各校区で開
催し、市政の課題、地域の課題などについて市
長を交え意見交換を行っています。

自
治
会
長
経
験
者
よ
り

～
自
治
会
の
果
た
す
役
割
と
は
～
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◆３月は自治会加入促進強化月間です！◆

作
文
部
門
の
最
優
秀
賞
受
賞
作
品

小学生低学年絵画の部
最優秀賞作品

酒谷莉央さん（角野小３年）

【中すじ町がかつぞ！】

中
学
生
の
部

【
つ
な
が
り
と
絆
】

伊
藤
そ
ら
さ
ん（
大
生
院
中
３
年
）

小
学
生
高
学
年
の
部

【
ホ
タ
ル
祭
り
を
支
え
て
く
れ
る

地
域
の
人
々
】

大
川
涼
さ
ん
（
中
萩
小
６
年
）

小
学
生
低
学
年
の
部

【
ま
も
る
く
ん
、
い
つ
も
あ
り
が

と
う
】

藤
本
優
希
さ
ん
（
浮
島
小
２
年
）

　

受
賞
し
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
の
作
品
か
ら
も
、
子
ど
も
た

ち
と
地
域
の
人
と
の
温
か
い
つ
な

が
り
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
改
め

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

小学生高学年絵画の部
最優秀賞作品

岸優花さん（中萩小６年）

【おすそわけ】

　第３回「地域の絆づくり運動」には、絵画 284 点、作文 283 点もの応募がありました。
　ご応募いただいた皆さん、ありがとうございました。

新居浜市連合自治会
第３回「地域の絆づくり運動」最優秀作品

自
治
会
加
入
促
進
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

　

連
合
自
治
会
で
は
、
毎
年
３
月

に
加
入
促
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、連
合
自
治
会
理
事
、

女
性
部
な
ど
が
参
加
し
て
、
３
月

６
日
㈰
13
時
30
分
か
ら
フ
ジ
グ
ラ

ン
新
居
浜
で
実
施
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
、

第
３
回「
地
域
の
絆
づ
く
り
運
動
」

入
賞
作
品
26
点
の
展
示
を
、
２
月

29
日
㈪
か
ら
３
月
６
日
㈰
の
間
、

フ
ジ
グ
ラ
ン
新
居
浜
１
階
で
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

キャンペーンの様子（平成 26年度）



2016 . 3　Niihama 6

各校区でコミュニティ活性化の
ための事業に取り組みました
　コミュニティ再生を図るため、地域が自分たちで考えた「コミュニティの活性化のための事業」が、
今年度も各校区で実施されました。子どもから高齢者まで三世代が楽しめるようなイベントのほか、地
域住民の防災意識を高める事業や地域課題に取り組む事業など、各地域の魅力があふれた事業となりま
した。今年度実施した事業の一部を紹介します。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
自
治
会
加

入
率
の
低
下
、
役
員
の
な
り
手
不
足
、
各

諸
団
体
組
織
の
弱
体
化
な
ど
、
自
治
会

が
抱
え
る
課
題
は
年
々
深
刻
化
し
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
体
制
づ
く

り
が
急
務
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
25

年
度
よ
り
、
青
年
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
を

活
用
し
て
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、
平
成

26
年
度
に
は
、
構
想
策
定
委
員
55
人
を
選

出
し
、
６
月
に
第
一
回
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
平
成
27
年
７
月
ま
で
に
14
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
検
討
会
を
重
ね
「
高
津
ま

ち
づ
く
り
構
想
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
総
合
理
念
は
、「
安

心
と
安
全
の
ま
ち “
た
か
つ
”」

　

さ
ら
に
次
の
８
つ
の
分
野
に
分
け
て
計

画
を
作
り
ま
し
た
。

 

①
「
住
民
交
流
」

　

•

「
み
ん
な
が
明
る
く
住
み
や
す
い
」

ま
ち

　

•

「
み
ん
な
で
地
域
を
支
え
る
」
ま
ち

　

•

「
み
ん
な
の
た
め
に
活
動
す
る
」
ま

ち

②
「
育
児
」
福
祉

　

•

子
ど
も
た
ち
が
「
元
気
に
健
や
か
に

育
つ
」
ま
ち

香
川
大
学
清
國
教
授
を
講
師
に

招
き
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
自
分
た
ち
の
考
え
を
自

由
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

⑥
「
環
境
」

　

•

「
清
潔
で
美
し
い
」
ま
ち

　

•

「
安
心
し
て
住
め
る
」
ま
ち

⑦
「
防
災
」

　

•

「
災
害
に
強
い
」
ま
ち

⑧
「
都
市
基
盤
整
備
」

　

こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
、
実
行
の
要

否
、
可
否
の
判
断
、
効
果
性
、
経
費
な
ど

を
検
討
し
、具
体
的
な
実
施
内
容
や
方
法
、

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
、
地
域
に
住
む
我
々
が
、
主
体
的
に

何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
の
か
を
協

議
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
よ
り

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

（
高
津
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定
委
員
会
委

員
長
・
西
岡
勝
彦
）

　

•

生
き
生
き
と
「
子
ど
も
を
育
て
る
」

ま
ち

　

•

安
心
し
て
「
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
」
ま
ち

③
「
高
齢
者
」
福
祉

　

•

「
明
る
く
生
き
生
き
と
生
活
す
る
」

ま
ち

　

•

「
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
動
す
る
」

ま
ち

　

•

高
齢
者
を
「
地
域
・
行
政
が
協
働
し

て
支
え
る
」
ま
ち

④
「
障
が
い
者
」
福
祉

　

•

真
に
求
め
ら
れ
る
「
手
助
け
を
す
る
」

ま
ち

　

•

障
が
い
者
と
「
共
に
暮
ら
す
」
ま
ち

⑤
「
青
少
年
健
全
育
成
」

　

•

子
ど
も
た
ち
が
「
共
に
成
長
す
る
」

ま
ち

　

•

地
域
ぐ
る
み
で
「
守
り
育
て
る
」
ま

ち
高津校区に住んで
いて良かったと思
えるまちづくりに
取り組みます。

高津まちづくり構想
（冊子）

【
高
津
校
区
】

高
津
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定
事
業
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◆３月は自治会加入促進強化月間です！◆

　

角
野
校
区
連
合
自
治
会
で
は
、
旧
来
か

ら
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
「
別
子
ラ
イ
ン

の
景
観
整
備
」
を
、
今
回
の
交
付
金
を
活

用
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

整
備
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
、
別
子
ラ
イ

ン
入
口
で
あ
る
、
生
子
橋
周
辺
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
生
子
橋
周
辺
に
は

歴
史
的
遺
産
も
多
く
残
り
、
多
く
の
先
人

た
ち
が
努
力
し
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
し

た
が
、
現
在
で
は
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
、
放

置
樹
木
が
多
く
、
橋
か
ら
の
見
通
し
も
非

常
に
悪
く
、
上
り
下
り
の
車
両
の
影
す
ら

見
え
な
い
危
険
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

連
合
自
治
会
で
は
４
つ
の
目
標
を
決
め
ま

し
た
。

①
多
く
の
人
た
ち
に
内
宮
神
社
へ
の
太
鼓

台
か
き
上
げ
を
対
岸
か
ら
見
て
も
ら
う
。

　

金
子
校
区
で
は
市
か
ら
の
交
付
金
を
利

用
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

４
つ
の
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

①
金
子
小
学
校
児
童
と
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
は
、５
年
生
全
員
を
対
象
に
自
治
会
、

体
育
振
興
会
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

地
域
の
関
係
団
体
が
協
力
し
、
輪
投
げ
、

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
フ
リ
ス
ビ
ー
、
キ
ン
ボ
ー
ル
と
い
っ

た
誰
も
が
簡
単
に
遊
べ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

②
ラ
ブ
金
子
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
は
、
子
ど

も
向
け
に
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
実
施
し
、

組
み
立
て
お
も
ち
ゃ
を
自
治
会
役
員
の
サ

ポ
ー
ト
で
一
緒
に
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

③
高
齢
者
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
輪
投
げ
、
ダ
ー

ツ
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
万
歩
計
ふ
り
ふ
り

競
争
な
ど
の
個
人
競
技
に
加
え
、
囲
碁

ボ
ー
ル
と
い
う
団
体
競
技
も
取
り
入
れ
た

た
め
、
応
援
者
も
巻
き
込
ん
だ
大
変
白
熱

し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
全
員
で
の
○

×
ク
イ
ズ
も
あ
り
、
普
段
話
さ
な
い
人
と

の
親
睦
も
十
分
と
れ
ま
し
た
。

④
金
子
・
八
雲
保
育
園
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
　

高
齢
者
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

②
別
子
ラ
イ
ン
の
渓
谷
美
を
元
に
戻
し
、

奇
岩
奇
石
を
堪
能
し
て
も
ら
う
。

③
安
全
で
快
適
な
散
歩
コ
ー
ス
を
提
供
す

る
。

④
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
な
く
す
る
。

　

以
上
の
目
的
達
成
の
た
め
、
ま
ず
は
放

置
樹
木
の
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
不

法
投
棄
の
ゴ
ミ
集
め
と
、
伐
採
し
た
樹
木

の
処
理
な
ど
を
行
い
、
秋
祭
り
ま
で
に
間

に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

道
路
も
見
通
し
が
良
く
安
全
に
散
歩
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

田
橋
の
辺
り
か
ら
見
る
生
子
橋
周
辺
は
、

別
子
ラ
イ
ン
の
名
に
恥
じ
な
い
景
観
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
、
将
来
的
に

は
新
居
浜
市
か
ら
四
国
中
央
市
へ
ま
た
が

る
Ｎ
Ｂ
Ｍ
花
街
道
へ
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
角
野
校
区
連
合
自
治
会
長
・
麻
生
健
一
郎
）整備後の生子橋

作業の様子

【
角
野
校
区
】

生
子
橋
周
辺
環
境
整
備
事
業

各
自
治
会
長
ら
が
サ
ン
タ
に
ふ
ん
し
て
保

育
園
を
訪
問
。
本
物
の
サ
ン
タ
と
信
じ
て

疑
わ
な
い
園
児
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
質

問
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
写
真
撮

影
や
、
か
わ
い
い
歌
と
踊
り
の
披
露
も
あ

り
、
園
児
と
の
ふ
れ
あ
い
で
、
私
た
ち
の

方
が
園
児
の
喜
ぶ
笑
顔
か
ら
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
付
金
事
業
は
全
て
、
自
治
会

員
に
限
ら
ず
未
加
入
者
も
対
象
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
地
域
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、
地
域
活
動
を
身
近
な
も

の
と
考
え
て
も
ら
い
、
将
来
の
人
材
育
成

に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、こ
の
よ
う
な
事
業
を
通
じ
て
、

地
域
の
中
で
の
自
治
会
の
存
在
意
義
を
高

め
、
地
域
住
民
へ
自
治
会
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
い
、
自
治
会
会
員
の
増
加
に
つ
な

が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
金
子
校
区
連
合
自
治
会
長
・
永
井
昭
憲
）

【
金
子
校
区
】

金
子
校
区
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

整備前の生子橋


